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	2026
	10-12
	開催日
	研修名
	受講料 (円）

	締切日
	10月
	1(木)～2(金)
	PLCプログラミング技術（ラダー編）　～自動化ライン制御の基本～

	15,400
	9/10(木)
	9(金)
	Claude業務効率化　～ノンプログラマーのためのAIエージェント活用～

	13,200
	9/18(金)
	16(金)
	Claude Code×AIエージェント構築実践　～エンジニア向けAI駆動開発～

	13,200
	9/29(火)
	20(火)
	体験演習で学ぶサイバーセキュリティの基礎

	9,900
	10/1(木)
	29(木)～30(金)
	社内における情報セキュリティ対策

	15,400
	10/13(火)

	11月
	6(金)
	Power BI入門　～現場で使えるデータ可視化・レポート作成～

	11,000
	10/20(火)
	12(木)～13(金)
	製造現場におけるIoT活用　～PLCデータ収集～

	15,400
	10/26(月)
	19(木)～20(金)
	JavaScript基礎

	13,200
	11/2(月)
	26(木)～27(金)
	SQL基礎

	15,400
	11/9(月)

	12月
	4(金)
	Claude in Excel 実践　～自然言語でExcel業務を「型」にする～

	13,200
	11/17(火)
	10(木)～11(金)
	SQL実践

	15,400
	11/24(火)
	17(木)～18(金)
	データモデリング入門　～データベースの設計テクニック～

	19,800
	12/1(火)


	10月1日(木) 　   ～2日(金）
	　　PLCプログラミング技術（ラダー編）　～自動化ライン制御の基本～
	　PLC（プログラマブルコントローラ:シーケンサ）を対象として、シーケンス制御の基本命令の解説と 　ラダーダイアグラム（ラダー図）の作成演習及び実習を行います。
	シーケンサを使用して以下の内容を習得します。 １．PLC制御の概要  　(1)入出力の構成  　(2)負荷の種類と必要なインターフェース ２．PLCの構成および配線  　(1)入出力の割り付け   　(2)使用電線の作成   　(3)配線上の注意 ３．プログラミングソフトの利用方法  　(1)作成するための環境   　(2)転送とデバック
	４．ラダー図によるプログラミング実習 　(1)基本命令回路 　(2)標準回路 　　（タイマおよびカウンタを利用した複合回路） ５．総合実習（ミニFAラインを使用した実習）  　(1)FA制御機器類の構成とシステム構成　  　(2)ミニFAラインを用いた総合課題  　(3)大規模な自動化ラインのしくみ／総合運転の紹介(動画他) 　※PLC（シーケンサ）は、三菱電機社製FXシリーズを 　　使用予定とします。
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室

	IoT
	AI
	　　　　　　　　　　Claude業務効率化  ～ノンプログラマーのためのAIエージェント活用～
	　・非エンジニア全職種（営業・総務・経理・企画・人事 等） 　・AIに興味があり、業務改善に取り組みたい方
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室



	10月9日(金)
	　　　　　　　　　　Claude Code×AIエージェント構築実践 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ～エンジニア向けAI駆動開発～
	　・AIチャット利用経験のあるエンジニア　　・AI駆動開発を業務に導入したい開発者・チームリーダー
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室


	10月16日(金)
	AI
	体験演習で学ぶサイバーセキュリティの基礎
	　・ サイバーセキュリティと情報セキュリティの定義と違いを理解し、マルウェア、不正アクセス、標的型攻撃など、  　　 主要なサイバー攻撃の種類とその手法を学ぶ。 　・ブルートフォース攻撃、SQLインジェクション、パスワード付きZIPファイルの解析などの攻撃シナリオを体験し、 　　 脆弱性を識別する能力を養う。
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室



	10月20日(火)
	その他

	10月29日(木)    　 ～30日(金）
	社内における情報セキュリティ対策
	　テレワークやテレビ会議等が導入され、メールやSNSを悪用したフィッシング詐欺など、日常生活だけでなく 　営利活動においても情報セキュリティに対する対策の必要性が高まっています。 　「情報漏洩」、「フィッシング」、「サプライチェーンを狙った攻撃」、「ランサムウェア」等の事例を踏まえ、企業 　における情報セキュリティの考え方について学び、問題発生時の対応方法や情報セキュリティにおける管理手法 　を習得します。
	５．情報セキュリティに係る制度  　・ISMS　ISO27001 ６．演習②  　　-正しい情報の分類　取り扱いの判断 ７．社内外で発生するインシデント  　・発生事例　インシデント対策 ８．演習③ 　　 -社内におけるインシデント対策の見直し  　　-（ケーススタディ）インシデント発生時に取るべき行動
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室

	システム開発
	　　Power BI入門　～現場で使えるデータ可視化・レポート作成～
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室



	11月6日(金)
	業務効率化

	11月12日(木)    　 ～13日(金）
	　製造現場におけるIoT活用　～PLCデータ収集～
	こんな方に おすすめ！
	学習目標
	学習内容
	開催日時
	開催場所
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室

	前提知識・ 参加条件等
	受講料
	使用ソフト
	特記事項
	申込締切
	募集人数

	IoT

	11月19日(木)    　 ～20日(金）
	JavaScript基礎
	こんな方に おすすめ！
	学習目標
	ホームページ制作やWebアプリケーション作成に欠かすことのできないJavaScriptの基本を習得します。 変数、配列、制御構文（条件分岐・繰り返し構文）、関数など、プログラムを初めて学ぶ方にもおすすめの内容です。
	学習内容
	開催日時
	令和８年１１月１９日（木）～２０日（金） 午前９時３０分 ～ 午後１７時３０分
	開催場所
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室
	前提知識・ 参加条件等

	HTML/CSSの基本を理解している（HTML/CSSの辞書  を利用できる、ソースコードがある程度読める）
	受講料
	１３，２００円
	使用ソフト
	　Visual Studio Code、Google Chrome
	特記事項
	なし
	申込締切
	令和８年１１月２日（月）
	募集人数
	１０人（最少催行人数：４人）


	システム開発

	11月26日(木)    　 ～27日(金）
	SQL基礎
	　・データベース初心者向け　　　　・SQLの経験がゼロ又は初心者だが、基礎からしっかりと学びたい方
	　・データベースの管理や運用だけでなく、プログラムでDB連携を行う際にも必要となるSQL構文を学習し、 　　SQLを用いてデータベースの基本的な操作を習得します。 　・テーブルのレコード検索を中心に、テーブルの結合やレコードの追加・更新・削除など、実際に端末操作を 　　行いながら学習します。
	１．データベース概論 　・リレーショナルデータベース基礎 　・SQL概要 ２．データの取得 　・SELECT文の基本構文 　・行の選択と比較条件 　・論理条件 　・並べ替え 　・集計 　・グループ化
	３．テーブルの結合 　・内部結合 　・外部結合 ４．データの操作 　・INSERT文 　・UPDATE文 　・DELETE文 ５．トランザクション制御 　・コミットとロールバック 　・読取り一貫性と排他制御 　・デッドロック
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室

	システム開発
	　　　　　　　　　Claude in Excel 実践 　　　　　　　　　　　　　　　　～自然言語でExcel業務を「型」にする～
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室


	AI

	12月4日(金)
	12月10日(木)    　 ～11日(金）
	SQL実践
	　・SQL基礎を学び、更なるステップアップを図りたい方 　・効率の良いSQLを組むための足掛かりをつかみたい方
	　簡単なデータの取得を行ういくつかの事例を通して、SQLの組み立てと改善を図りながら、 　SQLの構文やチューニングの基本を実習形式で学んでいきます。 　同一のデータを取得するSQLを、異なる観点や表現で書き換えながらSQLの文法を学び、データ取得における 　視野を広げていきます。また、実行計画を学び、データ加工の流れを意識して改善を繰り返すことで、より 　パフォーマンスの良いSQLの実現を目指す意識と実践力を養っていきます。
	1. データの取得と加工 　データ構造の理解 　基本文法と構文整理 　【学習項目】 　　・SELECT文の基本構造 　　・表結合 　　・副問合せ 　　・グループ化・集計 　　・CASE式
	2. SQLチューニング 　オプティマイザと実行計画 　SQLチューニングの基本 　データの処理とSQL文法 　【学習項目】 　　・WITH句　　　 ・IN演算子とEXISTS演算子 　　・セミジョイン　・アンチジョイン　　　・集合演算 3. データの集計と分析 　データの分析とSQL文法 　【学習項目】 　　・クロス集計　　・自己結合 　　・再帰クエリ　　・ウィンドウ関数
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室
	　・「SQL基礎」受講済みまたは同等の知識を有する方 　・複数の表の中から自ら考えて、目的のデータを 　　SELECT文で取得できる方

	システム開発

	12月17日(木)    　 ～18日(金）
	　　　　　　　　　　データモデリング入門 　　　　　　　　　　　　　　　　～データベースの設計テクニック～
	本研修ではデータベース設計の全体像を学びます。論理設計と物理設計、正規化、ER図の作成方法を網羅し、データモデリングの重要性と実践的なテクニックを演習を通じて身に付け、システム開発におけるデータベース設計の基礎を理解することを目標とした研修です。
	3.ER図 　・ER図の見方、描き方 4.論理設計とパフォーマンス 　・パフォーマンス概要 　・非正規化とパフォーマンス 　・冗長性とパフォーマンスのトレードオフ 5.データベースとパフォーマンス 　・インデックス設計 　・統計情報
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室
	現場でSQLを書いた経験がある方

	AI
	研修会場のご案内


	ソフトピアジャパン　ドリーム・コア　5階　522研修室　ほか
	【アクセス方法】
	　<公共交通機関をご利用の場合>  　　●JR東海道本線　 岐阜　～　大垣　約10分 　　　　　　　　　 名古屋　～　大垣　約30分
	　　JR大垣駅から 　　●名阪近鉄バス 約10分~15分 　　　JR大垣駅南口3番乗り場 　　　ソフトピア線・羽島線　「ソフトピアジャパン」バス停 下車
	　<お車をご利用の場合>  　　●国道21号線　　　 和合 I.C.から　　　   約2分 　　●名神高速道路　　 大垣 I.C.から　　　　約20分 　　　　　　　　　　　 岐阜羽島I.C. から　　約25分
	研修の中止について
	https://training.softopia.or.jp/subsidy/
	補助金・助成金のご案内
	各自治体、団体等の受講料の補助金・助成金については、 ソフトピアジャパンDX・IT研修サイト内　【 助成金について 】　をご確認ください。 詳しくは各自治体、団体までお問い合わせください。
	セミナー・イベント等の最新情報はこちらから
	Webサイト
	各種イベント申し込み https://www.softopia.or.jp/
	イベントの告知やレポートを 発信しています
	Facebook
	研修の募集や最新情報を 発信しています
	YouTube
	事例集などを 公開しています

	お問い合わせ


	公益財団法人ソフトピアジャパン
	〒503-8569　岐阜県大垣市加賀野4-1-7
	Tel：0584-77-1166  /  Fax：0584-77-1105

	デジタル人材育成課　研修担当
	Mail：training@softopia.or.jp
	※受付時間　9:00～17:00（土日祝日を除く）
	お問い合せ先
	2026

	10-12
	開催日
	研修名
	受講料 (円）

	締切日
	10月
	1(木)～2(金)
	PLCプログラミング技術（ラダー編）　～自動化ライン制御の基本～

	15,400
	9/15(火)
	9(金)
	Claude業務効率化　～ノンプログラマーのためのAIエージェント活用～

	13,200
	9/24(木)
	16(金)
	Claude Code×AIエージェント構築実践　～エンジニア向けAI駆動開発～

	13,200
	9/30(水)
	20(火)
	体験演習で学ぶサイバーセキュリティの基礎

	9,900
	10/13(火)
	29(金)～30(金)
	社内における情報セキュリティ対策

	15,400
	10/21(水)

	11月
	6(金)
	10/ (水)
	13(火)
	Power BI入門～現場で使えるデータ可視化・レポート作成～
	10/28(金)
	19(金)～20(金)

	JavaScript基礎

	13,200
	11/2(月)
	26(金)～27(金)
	SQL基礎編

	15,400
	11/10(火)

	12月
	4(金)
	Claude for Excelを活用した業務効率化(仮タイトル）

	13,200
	11/18(水)
	10(木)～11(金)
	SQL実践編

	15,400
	11/24(火)
	17(木)～18(金)
	データモデリング入門　～データベースの設計テクニック～

	19,800
	12/1(火)
	　　　　　　　　　Claude Code×AIエージェント構築実践 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ～エンジニア向けAI駆動開発～
	　・AIチャット利用経験のあるエンジニア　　・AI駆動開発を業務に導入したい開発者・チームリーダー
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室



	7月3日(金)
	5月12日(火)
	6月26日(金)
	AI
	Pythonで行うExcelとPDF操作の自動化の基礎
	5．生成AIの活用 　・生成AIを活用して、プログラムの確認と改善を行う
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室



	7月7日(火)
	業務効率化
	　　　　　　　　　演習で学ぶ！チームで実現する 　　　　　　　　　　　　　　生成AI（バイブコーディング）実践プログラム
	1.バイブコーディング基礎    バイブコーディング基本情報    バイブコーディングの原則    AIが読める仕様書とは
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室
	特になし（PC操作ができること）



	7月17日(金)
	5月12日(火)
	AI
	IT技術者のためのリーダーシップ研修
	　・社会人２年目以上の、後輩育成を担うIT技術者　　　・リーダーシップスキルを高めたい方　等
	　・IT人財に必要不可欠な人の育成、ミーティングのスキル、ビジョン・目標設定のスキルを理論と実践を通じて 　　身につけます。 　・実際の事例を使ったロールプレイや討議により他の方々と交流でき、楽しく身に付けることができます。 　・さらに、講師、他者からのフィードバックにより自己のコミュニケーション上の強みと弱みが認識でき、 　　今後の課題が明確になります。
	ドリーム・コア　３F　研修室



	7月23日(木)
	その他
	自律的キャリア構築ワークショップ
	こんな方に おすすめ！
	　• もっと自律性を発揮することを求められている方（主体性や責任感が課題となっている方も含む） 　• 後輩や部下に自律性が不足していると感じ、育成に悩む方
	学習目標
	　• 定義の統一：「自律＝自分勝手」という誤解を解き、「組織の目的と個人の意志が重なっている状態」と定義し直します。 　• メンバーにとっては：自分のモチベーションの源泉を探り、理想の職場・理想の働き方のために何をすべきかを理解します。 　• リーダーにとっては：後輩・部下の自律性を後押しするためにはどのような視点・考え・行動が必要かを理解します。
	学習内容
	1.自律の定義をアップデートする（共通認識の形成） 【講義】依存・自立・相互自律の違い。 　　　　   なぜ今、組織に自律が必要なのか？ 【ワーク】「私たちの組織における自律とは何か？」の言語化。 【効果】メンバーが求める「任せ方」と、リーダーが求める 　　　　「自律」のギャップを可視化し、組織独自の「自律の定 　　　　義」を合意します。 2.「やりたい」と「期待」を繋ぐ（ビジョンの同期） 【自己理解】自身の価値観とモチベーションの源泉を特定する。 【ワーク】「個人のWill」と「組織のMust」が重なる部分 　　　　　（Sweet Spot）をペアで見つけ出す。 ３.モチベーション理論の紹介（認知変換） 　心理的安全性と失敗への耐性。認知の歪み（「どうせ無理」 　「指示がないから」）の構造。 【ワーク】「自律を阻害する壁」の棚卸し。 【効果】メンバーは「自分の思い込み」に気づき、リーダーは 　　　　「部下のブレーキを自分が踏んでいないか」を内省する 　　　　機会とします。
	４. キャリア視点で「やりたい」と「期待」を接続する(キャリア戦略の設計) 【自己理解】自身の価値観・強み・興味関心を整理し、将来どのようなキャ 　　　　　  リアを築きたいのか（Will）を明確化する。同時に、モ 　　　　　  チベーションの源泉を言語化し、持続的に成長できる方 　　　　　   向性を把握する。 【ワーク】個人の「Will(ありたい姿・やりたいこと）」と、組織から  　　　　    求められる「Must（役割・期待）」を重ね合わせ、キャリ 　　　　　ア形成の観点での最適領域（Sweet Spot）を特定する。 　　　　　その上で、現在の業務を「キャリア資産」としてどう活 　　　　　用するか、具体的なアクションに落とし込む。 ５.自律を引き出す「問い」の技術（コミュニケーション） 【スキル】指示（Teaching）から、引き出す（Coaching）へのシフト。 【ゲーム】「アドバイス禁止ワーク」。相手の自律的な思考を促す「問い」 　　　　　だけで課題解決を支援する。 【共通言語】メンバーも「問い」を知ることで、リーダーに対し「答えで 　　　　　　はなく、考えるヒントをください」と言える文化を作ります。 ６.明日からの「自律行動」を約束する（実践への接続） 【ワーク】「自律支援宣言」の作成。 　　　　　自律的に動くために「始めること・やめること」
	開催日時
	令和８年９月４日（金） 午前９時３０分 ～ 午後１６時３０分
	開催場所
	ドリーム・コア　３F　研修室
	申込締切
	令和８年８月１９日（水）
	受講料
	９，９００円
	特記事項
	募集人数
	12人（最少催行人数：４人）



	9月4日(金)
	5月12日(火)
	その他

	9月10日(木) 　 ～11日(金）
	　　　　　　　　実機演習で学ぶファイアウォールと 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネットワークセキュリティ対策
	こんな方に おすすめ！
	　• 企業内ネットワークの管理・運用を担当する IT担当者　　　• 社内インフラのセキュリティ強化に携わるシステム管理者 　• 新任のネットワーク管理者、またはその候補者　　　　　　 • ファイアウォールの導入・設定を行う予定の技術者 　• 社内ネットワークの構成や設定変更に関与する技術部門の担当者

	学習目標
	学習内容
	開催日時
	令和８年９月１０日（木）～１１日（金） 午前９時３０分 ～ 午後１６時３０分
	開催場所
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室
	前提知識・ 参加条件等

	ネットワーク技術の基礎知識 （TCP/IPモデルおよび主要プロトコルの概要）
	受講料
	１３，２００円
	申込締切
	令和８年８月２５日（火）
	募集人数
	5人（最少催行人数：3人）


	その他

	9月17日(木)     ～18日(金）
	5月12日(火)
	製造現場におけるLAN活用技術（VLAN構築）
	　・社内のネットワーク管理を担当されている方、今後担当される方　　・ネットワークの基本を学びたい方 　・理論だけではなくCISCOの機材を利用して実習します
	　製造現場や事業者向けのLAN構築・管理に必要なスイッチ（Ｌ２/Ｌ３スイッチ）の基本的な知識・技術を習得します。
	１．LANの基礎知識  　・ネットワークとは  　・ネットワークのプロトコル ２．TCP/IP   　・IPアドレス、サブネットマスク  　・LAN間接続、ルータ ３．L2スイッチとVLAN  　・スイッチとは  　・【演習】同一ネットワーク内通信  　・【演習】IPルーティング  　・VLANの概要、メリット  　・【演習】VLANの設定
	４．VLAN間ルーティング（ルータ・Ｌ３スイッチ） 　 ・VLAN間ルーティングとは  　・【演習】VLAN間ルーティング
	５．その他（無線LANなど） 　・無線ルータの設定
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室
	　Ｌ２、Ｌ３スイッチやVLANなどのLAN構築・管理 　に関する知識・技術を習得したい方。

	システム開発
	研修会場のご案内
	研修の中止について
	https://training.softopia.or.jp/subsidy/
	補助金・助成金のご案内
	各自治体、団体等の受講料の補助金・助成金については、ソフトピアジャパンDX・IT研修サイト内　【 助成金について 】　をご確認ください。詳しくは各自治体、団体までお問い合わせください。
	公益財団法人ソフトピアジャパン
	デジタル人材育成課　研修担当
	お問い合せ先


	2026

	10-12
	開催日
	研修名
	受講料 (円）

	締切日
	10月
	1(木)～2(金)
	PLCプログラミング技術（ラダー編）　～自動化ライン制御の基本～

	15,400
	9/15(火)
	9(金)
	Claude業務効率化　～ノンプログラマーのためのAIエージェント活用～

	13,200
	9/24(木)
	16(金)
	Claude Code×AIエージェント構築実践　～エンジニア向けAI駆動開発～

	13,200
	9/30(水)
	20(火)
	体験演習で学ぶサイバーセキュリティの基礎

	9,900
	10/13(火)
	29(金)～30(金)
	社内における情報セキュリティ対策

	15,400
	10/21(水)

	11月
	6(金)
	10/ (水)
	13(火)
	Power BI入門～現場で使えるデータ可視化・レポート作成～
	10/28(金)
	19(金)～20(金)

	JavaScript基礎

	13,200
	11/2(月)
	26(金)～27(金)
	SQL基礎編

	15,400
	11/10(火)

	12月
	4(金)
	Claude for Excelを活用した業務効率化(仮タイトル）

	13,200
	11/18(水)
	10(木)～11(金)
	SQL実践編

	15,400
	11/24(火)
	17(木)～18(金)
	データモデリング入門　～データベースの設計テクニック～

	19,800
	12/1(火)

	2026

	6-9
	開催日
	研修名
	受講料 (円）

	締切日
	6月
	4(木)～５(金)
	RaspberryPi　基礎編

	13,200
	5/19(火)
	11(木)～12(金)
	OpenCV４による画像処理・認識プログラム基礎（Python編）

	14,300
	5/26(火)
	19(金)
	はじめての生成AIコーディング　～Excel VBA業務効率化～

	11,000
	6/3(水)
	26(金)
	Claudeで実現する業務効率化　～実務で役立つAIエージェント活用～

	13,200
	6/10(水)

	７月
	3(金)
	Claude Code×AIエージェント構築実践　～エンジニア向けAI駆動開発～

	13,200
	6/17(水)
	7(火)
	Pythonで行うExcelとPDF操作の自動化の基礎

	11,000
	6/19(金)
	17(金)
	演習で学ぶ！チームで実現する生成AI（バイブコーディング）実践プログラム

	12,100
	7/1(水)
	23(木)
	IT技術者のためのリーダーシップ研修

	9,900
	7/6(月)
	30(木)～31(金)
	LANの導入と活用技術

	14,300
	7/13(月)

	８月
	27(木)～28(金)
	センサを活用したIoTアプリケーション開発技術〈Raspberry Pi活用編〉

	13,200
	8/10(月)

	９月
	4(金)
	自律的キャリア構築ワークショップ

	9,900
	8/19(水)
	10(木)～11(金)
	実機演習で学ぶファイアウォールとネットワークセキュリティ対策

	13,200
	8/25(火)
	17(木)～18(金)
	製造現場によるLAN活用技術（VLAN構築）

	12,100
	9/1(火)


	9月17日(木)     ～18日(金）
	IoT
	製造現場におけるLAN活用技術（VLAN構築）
	・社内のネットワーク管理を担当されている方、今後担当される方　　・ネットワークの基本を学びたい方 ・理論だけではなくCISCOの機材を利用して実習します
	製造現場や事業者向けのＬＡＮ構築・管理に必要なスイッチ（Ｌ２/Ｌ３スイッチ）の基本的な知識・技術を習得します。
	１．ＬＡＮの基礎知識  　・ネットワークとは  　・ネットワークのプロトコル ２．ＴＣＰ/ＩＰ   　・IPアドレス、サブネットマスク  　・LAN間接続、ルータ ３．L2スイッチとＶＬＡＮ  　・スイッチとは  　・【演習】同一ネットワーク内通信  　・【演習】IPルーティング  　・VLANの概要、メリット  　・【演習】VLANの設定
	４．ＶＬＡＮ間ルーティング（ルータ・Ｌ３スイッチ） 　 ・VLAN間ルーティングとは  　・【演習】VLAN間ルーティング
	５．その他（無線ＬＡＮなど） 　・無線ルータの設定
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室
	Ｌ２、Ｌ３スイッチやＶＬＡＮなどのＬＡＮ構築・管理に関する知識・技術を習得したい方。



	5月12日(火)
	8月27日(木) 　 ～28日(金）
	センサを活用したＩｏＴアプリケーション開発技術 〈Raspberry Pi活用編〉
	４．データ送受信(MQTT)
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室

	IoT

	6月4日(木) 　 ～5日(金）
	IoT
	　Raspberry Pi　基礎編
	　５．AD変換によるアナログ値の利用 　６．I2Cデバイスの利用 　７．PWMの利用
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室



	5月12日(火)
	6月11日(木) 　 ～12日(金）
	　　OpenCV４による画像処理・認識プログラム基礎（Python編）
	ドリーム・コア　５F　５２２研修室

	業務効率化
	　　　　　　　　 相手が思わず行動してしまう！心を動かすプレゼンスライド実践
	こんな方に おすすめ！
	・自社の資料をもっと相手に伝わりやすくしたいと思う方　　・人の心を動かすスライドを作ってみたい方
	学習目標
	・相手の心を動かすためのプレゼンテーションテーション資料の作り方を学ぶ ・デザイン歴20年職人からスライド制作8つの技術を理解し、習得する
	学習内容
	開催日時
	令和８年５月２２日（金） 午前１０時００分 ～ 午後５時００分
	開催場所
	ソフトピアジャパンセンタービル　11F　研修室
	使用ソフト
	Powerpoint
	受講料
	９，９００円
	申込締切
	令和８年５月１日（金）
	募集人数
	10人（最少催行人数：４人）



	5月22日(金)
	5月12日(火)
	業務効率化


	　SES(システムエンジニアリングサービス)入門 ～営業職編～
	こんな方に おすすめ！
	・SES業界の基本的な仕組みやビジネスモデルを理解したい方 ・IT企業の営業職としてSES特有の取引条件や商流について知りたい方 ・SESビジネスを新規事業として検討している方
	学習目標

	・SES営業の全体像を理解できるようになる　　　　　・どうやって売るのかイメージを明確にする ・システム開発の流れや営業的な視点での学びを理解する
	学習内容

	1.SESビジネスの基礎理解 　・SESとは？ 　・SES業界全体のイメージ図 　・二次請けプロジェクトの体制図 　・準委任契約 　・派遣契約 　・各種契約形態のまとめ 　・SESビジネスモデルの特徴 　・SESのメリット・デメリット 　・SES市場の動向 2.SES営業に必要なIT知識と提案基礎 　・システム開発の工程 　・システム開発の工程と役割 　・開発工程ごとの業務内容 　・開発メンバーの名称と役割 　・プロジェクト体制図と役割 　・適した開発手法
	　・主要なプログラミング言語の特徴 　・主要なフレームワークの特徴 　・インフラ 　・インフラ構築の工程 　・DB 　・ERP 　・CRM（顧客関係管理） 3.取引条件 　・業務委託契約 　・その他の業務委託契約の種類 　・契約形態の種類 　・商流 　・粗利 　・人月 　・支払いサイト
	　※カリキュラムの内容は変更となる場合がございます。
	開催日時
	令和８年５月２６日（火） 午前１０時００分 ～ 午後５時００分
	開催場所

	ソフトピアジャパンセンタービル　11F　研修室
	使用ソフト
	なし
	受講料
	１４，３００円
	申込締切
	令和８年５月８日（金）
	募集人数
	10人（最少催行人数：４人）

	5月26日(火)
	その他
	研修会場のご案内
	【ソフトピアジャパン　DX・IT研修】Webサイトよりお申し込み下さい
	https://training.softopia.or.jp/


	ソフトピアジャパンセンタービル  11階  研修室　ほか
	【アクセス方法】
	　<公共交通機関をご利用の場合>  　　●JR東海道本線　 岐阜　～　大垣　約10分 　　　　　　　　　 名古屋　～　大垣　約30分
	　　JR大垣駅から 　　●名阪近鉄バス 約10分~15分 　　　JR大垣駅南口3番乗り場 　　　ソフトピア線・羽島線　「ソフトピアジャパン」バス停 下車
	　<お車をご利用の場合>  　　●国道21号線　　　 和合 I.C.から　　　   約2分 　　●名神高速道路　　 大垣 I.C.から　　　　約20分 　　　　　　　　　　　 岐阜羽島I.C. から　　約25分
	研修の中止について
	https://training.softopia.or.jp/subsidy/
	補助金・助成金のご案内
	各自治体、団体等の受講料の補助金・助成金については、 ソフトピアジャパンDX・IT研修サイト内　【 助成金について 】　をご確認ください。 詳しくは各自治体、団体までお問い合わせください。
	お問い合わせ


	公益財団法人ソフトピアジャパン
	〒503-8569　岐阜県大垣市加賀野4-1-7
	Tel：0584-77-1166  /  Fax：0584-77-1105

	デジタル人材育成課　研修担当
	Mail：training@softopia.or.jp
	※受付時間　9:00～17:00（土日祝日を除く）
	お問い合せ先


